










今回,Reye症候群もしくはReye様症候群をきたす薬物の肝への影響を知るために，正常Rat

肝細胞を培養し,その経時的変化を観察した。その目的は,Reye 症候群および Reye 様症候

群をおこすと考えられている薬物および各種ウイルスなどの肝微細構造への影響を知るこ

と,さらにはReye症候群およびReye様症候群の治療の影響を形態学的に観察することであ

る。 

今回はまず第一報として正常ラット肝細胞の培養法の確立および経時的変化を中心として

述べる。 

1.肝細胞単離は 1969 年 Berry と Friend が始めた潅流法の変法 1976 年 Seglen2)の方法に

準じて行った(図 1)。この方法で単離した肝細胞は,培養後 6時間ぐらいで着床する。 


